
114115 月刊「武道」　2017．8 2017．8　月刊「武道」

⑵
講
義

ア
「
少
林
寺
拳
法
指
導
者
の
在
り
方
」

　

一
般
財
団
法
人　

少
林
寺
拳
法
連
盟　

会
長　

川
島
一
浩

イ
「
少
林
寺
拳
法
の
学
科
指
導
法
に
つ
い

て
」

　

学
科
指
導
委
員
会　

須
田
剛

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

合
田
雅
彦

ウ
「
少
林
寺
拳
法
の
教
え
に
つ
い
て
」

　

学
科
指
導
委
員
会　

須
田
剛

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

小
井
寿
史

エ
「
運
営
上
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
」

　

一
般
財
団
法
人 

少
林
寺
拳
法
連
盟　

振
興
普
及
部　

部
長　

大
原
一
純

⑶
講
義
及
び
実
技

ア
「
中
高
に
お
け
る
体
育
、
部
活
指
導
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
」

　

全
国
高
体
連
少
林
寺
拳
法
専
門
部
中
央

競
技
力
向
上
委
員
会　

福
家
健
司 

イ
「
技
術
指
導
法
Ⅰ
」（
剛
法
）（
部
活
・

授
業
）「
基
本
諸
法
の
確
認
と
突
き
蹴

り
の
指
導
法
」

　

一
般
財
団
法
人　

少
林
寺
拳
法
連
盟　

会
長　

川
島
一
浩

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

合
田
雅
彦　

小
井
寿
史

ウ
「
技
術
指
導
法
Ⅱ
」（
柔
法
）（
部
活
）

「
柔
法
技
の
原
理
と
指
導
法
」（
授
業
）

「
指
導
と
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

一
般
財
団
法
人　

少
林
寺
拳
法
連
盟　

会
長　

川
島
一
浩

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

合
田
雅
彦　

小
井
寿
史

エ
「
技
術
指
導
法
Ⅲ
」（
部
活
）「
安
全
か

つ
効
果
的
な
運
用
法
修
練
」（
授
業
）「
安

全
管
理
、
発
展
的
な
学
習
①
」

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

中
島
正
樹　

小
井
寿
史

　

一
般
財
団
法
人　

少
林
寺
拳
法
連
盟　

本
部
指
導
員　

荒
井
章
士

オ
「
技
術
指
導
法
Ⅳ
」（
部
活
）「
修
練
課

程
と
し
て
の
演
武
指
導
」（
授
業
）「
安

全
管
理
、
発
展
的
な
学
習
②
」

　

一
般
財
団
法
人　

少
林
寺
拳
法
連
盟　

会
長　

川
島
一
浩

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

中
島
正
樹　

小
井
寿
史

カ
「
技
術
指
導
法
Ⅴ
」（
部
活
）「
指
導
法

の
ま
と
め
」（
授
業
）「
評
価
規
準
の
確

認
」

　

一
般
財
団
法
人　

少
林
寺
拳
法
連
盟　

会
長　

川
島
一
浩

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

合
田
雅
彦　

小
井
寿
史

⑷
講
義
討
議

　
（
部
活
）「
魅
力
あ
る
指
導
者
と
は
」

　
（
授
業
）「
少
林
寺
拳
法
を
授
業
実
施
す

る
た
め
の
課
題
と
は
」

　

学
科
指
導
委
員
会　

須
田
剛

　

中
学
校
武
道
必
修
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会　

中
島
正
樹

７　

日
程
（
別
表
）

８　

問
い
合
わ
せ
先

一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟　

振
興

普
及
部　

担
当
：
谷
聡
士
、
秋
元
宏
介
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8 月 23 日

（第１日）

8 月 24 日

（第２日）

8 月 25 日

（第３日）

11：00 14:00 15:40

10：50 12:00 13:00 13:50 15:30 16:30

資
料
渡
し

受

付

開
講
式

休

憩

休

憩

休

憩
解 説 講義実技ア 休憩 講義ア 講義実技イ 講義イ

11:00 14:00 15:00
14:50

鎮
魂
行

諸
連
絡
等

休

憩

休

憩
講義実技ウ 講義ウ 休憩

8:45 9:30 10:50 12:00 13:00 13:50

講義エ

11:00

10:50

16:30

8:45 9:30 12:00

鎮
魂
行

諸
連
絡
等

閉
講
式

講義実技カ
休

憩

講義実技エ 講義実技オ 講義討議

12:30

8:30

9:00

9:20

日程

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

菊
池
市
に
お
け
る
剣
道
授
業
実
践
紹
介

菊
池
市
教
育
委
員
会

　

菊
池
市
は
、
熊
本
市
か
ら
約
25
㎞
北
上
し
た
熊
本
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
東
に
鞍く

ら

岳だ
け

を
主
峰
と

し
た
阿
蘇
外
輪
山
の
山
々
、
北
に
は
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え
立
つ
八や

方ほ
う

ヶが

岳た
け

を
望
み
、
北
東
の
丘
陵

地
帯
か
ら
東
西
に
流
れ
る
菊
池
川
と
ほ
ぼ
南
西
に
流
れ
る
迫は
ざ

間ま

川が
わ

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
平
野
部
を

中
心
と
し
て
い
ま
す
。

　

７
世
紀
後
半
、
九
州
防
衛
の
た
め
の
古
代
山
城
の
一
つ
、
鞠き
く

智ち
じ

城ょ
う

が
築
か
れ
、
菊
池
市
に
あ
る

「
隈わ
い

府ふ

」
は
、
早
く
も
平
安
時
代
の
和わ

み

名ょ
う

抄し
ょ
うに
そ
の
名
が
出
て
き
ま
す
が
、
本
格
的
に
城
下
町
に
様

相
を
整
え
た
の
は
、
延
久
２
年
（
１
０
７
０
年
）
藤
原
則の
り

隆た
か

が
、
菊
之
池
（
深
川
）
に
居
住
し
、
菊

池
の
姓
を
名
乗
り
、
や
が
て
本
城
を
守
山
城
（
現
菊
池
神
社
）
に
構
え
て
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
穀
倉
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
菊
池
米
（
肥
後
米
）
は
最
高
品
種
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
に
温
泉
が
発
掘
さ
れ
、温
泉
郷
と
し
て
活
気
を
帯
び
、昭
和
33
年
の
菊
池
市
発
足
後
は
、

農
村
部
も
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
花
や
い
ち
ご
の
栽
培
、
ご
ぼ
う
の
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、

農
業
と
観
光
が
市
の
産
業
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
平
成
17
年
３
月
22
日
に
は
市
町
村
合
併
（
菊

池
市
・
七し
ち

城じ
ょ

町う
ま
ち・
旭き

ょ

志く
し

村む
ら

・
泗し

水す
い

町ま
ち

）
が
行
わ
れ
、
新
菊
池
市
が
誕
生
し
、
今
後
の
発
展
の
両
輪
と

し
て
「
癒
し
の
里　

き
く
ち
」
を
目
指
し
て
い
く
新
し
い
郷
土
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
剣
道
が
盛
ん
な
地
域
で
、
菊
池
郡
市
の
中
体
連
予
選
で
は
毎
年
激

戦
の
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
菊
池
南
中
学
校
男
子
団
体
が
熊
本
県
代
表
と
し
て

全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

南北朝時代の武将、菊池武光公の騎馬像
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武道授業 実践の概要紹介 菊池市

授
業
づ
く
り
の
視
点
１

学
習
過
程
の
工
夫

①
単
元
計
画
の
工
夫

②
ス
キ
ル
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
推
進

　

菊
池
郡
市
は
、（
菊
池
市
・
合こ
う

志し

市
・

菊き
く

陽よ
う

町ま
ち

・
大お

お

津づ

町ま
ち

）
四
つ
の
市
町
か
ら

な
り
、
12
校
の
保
健
体
育
の
教
師
が
、

菊
池
郡
市
中
学
校
体
育
研
究
会
と
い
う

組
織
を
つ
く
り
授
業
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
平
成
24
年
の
武
道

必
修
化
に
伴
い
、
武
道
の
授
業
に
つ
い

て
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
菊
池
郡

市
は
特
に
剣
道
の
盛
ん
な
地
域
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
39
人
の
体
育
教
師
の
う

ち
９
名
が
剣
道
専
門
と
な
り
ま
す
。
平

成
28
年
度
に
は
熊
本
県
中
学
校
体
育
研

究
会
の
指
定
を
受
け
て
、
サ
ッ
カ
ー
と

剣
道
の
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の
内
容
を
中
心
に
紹
介
を
し
ま

す
。

1

は
じ
め
に

3

研
究
の
視
点

授
業
づ
く
り
の
視
点
２

言
語
活
動
の
充
実

①
協
働
的
な
学
習
の
推
進

②
教
具
・
資
料
の
活
用
・
工
夫

　

研
究
主
題
を
「
楽
し
さ
と
喜
び
を
実

感
し
、
自
主
的
に
運
動
に
取
り
組
む
生

徒
の
育
成
」
～
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
を
育
む
授
業
づ
く
り
を
通
し
て

～
と
し
ま
し
た
（
図
１
参
照
）。

2

研
究
の
主
題

『楽しさと喜びを実感し、
　　　自主的に運動に取り組み生徒の育成』

生徒の実態

学習指導過程の工夫 言語活動の充実
課
題
解
決
学
習

学習態度の育成　技術向上
高めたい力

授業づくり視点１

①単元計画の工夫
②スキルウォーム
　　　　　アップの推進

①協動的な学習の推進
②教具・教材の活用・工夫

具
体
的
な

　手
だ
て

具
体
的
な

　手
だ
て

授業づくり視点2

～思考力・判断力・表現力等を育む授業づくりを通して～

思考力・判断力・表現力の向上

図１　研究構想 

㈠
授
業
づ
く
り
の
視
点
１

学
習
過
程
の
工
夫

①
単
元
計
画
の
工
夫

　

菊
池
郡
市
の
学
校
の
中
で
も
、
１
年

生
だ
け
剣
道
を
す
る
学
校
、
１
・
２
年

生
両
方
で
剣
道
を
す
る
学
校
が
あ
る
た

め
、
１
年
生
の
単
元
計
画
、
２
年
生
の

単
元
計
画
と
２
学
年
分
を
作
ら
ず
、
13

時
間
の
単
元
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

１
学
年
だ
け
で
剣
道
を
す
る
学
校
は
、

そ
れ
を
も
と
に
、
13
時
間
を
１
年
間
で

4

研
究
の
実
際

行
い
、
２
学
年
に
わ
た
っ
て
授
業
を
実

施
す
る
学
校
は
、
７
時
間
を
１
年
生
で

行
い
、
残
り
を
２
年
生
で
行
う
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
統
一
し
た
単
元
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
次
頁

図
２
参
照
）。
そ
の
単
元
計
画
を
基
に

学
習
カ
ー
ド
や
評
価
基
準
を
作
成
し
、

共
通
し
た
実
践
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
単
元
計
画
を
作
成
す
る
時
に

は
、
全
日
本
剣
道
連
盟
が
出
版
し
て
い

る
中
学
校
武
道
の
必
修
を
踏
ま
え
た

「
剣
道
授
業
の
展
開
」
を
参
考
に
し
、

次
の
三
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
工
夫
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
つ
目
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
重
視
し
ま
し
た
。
剣
道
を
行
っ
て
い

く
際
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
伝

統
的
な
考
え
方
や
行
動
の
仕
方
を
身
に

着
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
剣
道
理
念
が

「
剣
の
理
法
の
修
練
に
よ
り
、
人
間
形

成
の
道
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
や
、
相

手
を
尊
重
す
る
態
度
の
大
切
さ
を
理
解

さ
せ
、
礼
法
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

二
つ
目
に
、
学
習
の
見
通
し
を
持
た

せ
る
た
め
に
単
元
計
画
（
次
頁
図
３
参

照
）
を
配
布
し
、
毎
時
間
の
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
を
理
解
さ
せ
た
上
で
授
業
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
学
習
活
動
を
明

確
化
す
る
こ
と
で
、
技
能
と
知
識
の
結

び
付
き
や
思
考
の
質
の
高
ま
り
を
期
待

し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
に
、
剣
道
の
練
習
で
は
基
本

を
重
視
す
る
た
め
、
反
復
練
習
を
多
く

入
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
反
復
練

習
を
少
な
め
に
設
定
し
、
試
合
形
式
を

１
時
間
の
中
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
入
れ

４．単元の指導計画及び評価計画

評

価

関心・意欲・態度

思考・判断

武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすること、作戦などについての話し

合いに参加しようとすることなどや、健康・安全に気を配り学習に取り組もうとしている。

技を身につけるための運動のおこない方のポイントを見つけている。課題に応じた練習を選んでいる。

関 思 技 知

○

評価基準（方法）

知　剣道の特性や成り立ち、基本動作や基本となる技の名称、関連して高まる体力につい

て 言ったり書き出したりしている （観察 学習カ ド）

評価の観点
次

知識・理解

価

規

準

思考 判断

技能

○

1

1

動活習学な主時

○オリエンテーション

礼法 剣道の歴史 特性 道具の名称 授業のきまり

技を身に けるための運動のお ない方のポイントを見 けている。課題に応じた練習を選んでいる。

基本動作を用いて、相手との間合いのかけひきの中から攻防を展開できる。

剣道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技術の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解している。

言語活動計画

3

○基本技術の練習①

　・基本打ち（面、小手、胴）　、面・小手装着

○

関　剣道具の準備、後片付けを意欲的に行うことができる。（観察）

知　基本打突のポイントを理解し言ったり書き出したりしている。（観察）

○

○

て、言ったり書き出したりしている。（観察・学習カード）

関　礼儀作法を正しく理解し、実践しようとしている。（観察・学習カード）

技　構え、足さばき、体さばきの基本動作を正しく行うことができる。（観察）

○

○
は
じ
め

1

2

　・礼法、剣道の歴史、特性、道具の名称、授業のきまり

○基本動作

　・スキルウォームアップ習得、素振り、構え、足さばき、

　・垂胴装着

言語活動②

技能のポイントを理解させ、お互

いにより具体的なアドバイスを話せ

言語活動①

学習計画作りの場面で、自分の

考えを明確に伝えること、友達の考

えを理解することで、学習意欲を向

上させる。【話す聞く言語活動】

3

4

5

基本打ち（面、小手、胴） 、面 小手装着

○基本技術の練習②

　・面・小手装着、基本打ち（面、小手、胴）

○基本技術の練習③

　・基本打ち二段の技（小手面、面胴）、引き技（引き面、胴）

○

○

知 基本打突のポイントを理解し言ったり書き出したりしている。（観察）

関　相手を尊重した態度で、協力し合って練習している。（観察）

思　基本打突のポイント伝えたり、身につけるための練習をしている。（観察・学習ノート）

○

技　基本動作から基本打突ができる。（観察）

○

○○

○○

○○

○ 言語活動②

技能のポイントを理解させ、お互

いにより具体的なアドバイスを話せ

るようにする。

【話す聞く言語活動】

【話す聞く言語活動】

言語活動③

学習のまとめの場面で、友達の良

さやがんばりを認め合うことで 豊

6

7

関　積極的に話し合いに参加し、仲間の学習を援助しようとしている。（観察）

思　課題や自分の特徴に応じた技の練習を行っている。　（観察・学習シート）2

な
か

○基本技術の練習④

　・約束稽古、自由練習

○技のできばえを競う判定試合

　・約束稽古の技のできばえを競う判定試合

知　判定基準を理解している。（観察・学習カード）

思　判定後に仲間の良いところを評価し伝えることができる。（観察）

言語活動④

学習シートに、自分や友達、チー

ムの動きを具体的に振り返らせる

と 動き ポイ トを次 授業

言語活動③

学習のまとめの場面で、友達の良

さやがんばりを認め合うことで、豊

かなかかわり合いを持たせる。

思　小手抜き胴を身につけるためのポイントを見つけている。（観察・学習カード）

思　自分に合った応じ技を選択し練習している。（観察・学習カード）

○

思　グループでの教え合いの場面で仲間の良い動きを指摘している。（観察・学習カード）

技　タイミングをとらえて打つことができる。

技 相手の動きに応じた動きができる（観察）

○

○応じ技技術の習得①

　・抜き技（面抜き胴）、自由練習

○応じ技技術の習得②

　・抜き技（小手抜き面）、自由練習

○試合練習①

8
○

9

言語活動④

学習シートに、自分や友達、チー

ムの動きを具体的に振り返らせる

ことで、動きのポイントを次の授業

につなげさせる。

【書く言語活動】

○

思　自分の特徴や相手に応じた作戦を立てる（観察・学習カード）

技　相手の動きに応じた動きを行い、技を出すことができる。（観察）

関　自分の役割を果たし、相手を尊重した態度で参加している。（観察）

○

○

○試合①

○

技 相手の動きに応じた動きができる（観察）

知　簡易な試合におけるルール、審判方法を言ったり、書き出したりしている。

　　（学習カード・観察）

3

ま
と
め

○試合練習①

　・審判法、グループごとに試合

○試合練習②

　・審判法、グループごとに試合11

10

言語活動⑤

単元のまとめで、自分やチームの

伸びを分析 評価 分 た

関　成功、失敗にかかわらず、仲間を賞賛したり励ましたりしようとしている。（観察）

技　学習したことを活かして、試合を行うことができる。（観察・学習カード）○

自分 特徴 相手 作戦を （観察 学習 ）

知　簡易な試合におけるルール、審判方法を言ったり、書き出したりしている。

　　（学習カード・観察）

12

試合①

　・個人戦

め

○

○試合②

  ・団体戦13

言語活動⑤

単元のまとめで、自分やチームの

伸びを分析･評価し、分かったこと、

できたことを整理し、単元での学び

方について自己評価させる。

【書く言語活動】

図２　剣道単元計画 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

運
動
の
技
能

関
心

主
に
観
察
に
よ
る
評
価
部
分

単元計画

オ
リ
エ
ン
テ

シ
ョ
ン

基本技術の練習

（一本打ちの技）（連続技）（引き技）

（面・小手・胴）（小手-面,面-胴）（引き面、引き胴）

共通メニュー（整理運動、振り返り、次回課題等）

８～１１時間目は、自分や相手の特徴に対応し

た応じ技を選択し、練習を行います。

授業の後半では、今までの学習の成果を確認

しながら試合稽古を行います。また、合わせて、

審判法についても理解しましょう。

剣道における、基本的な動き（足

さばき）について学び、基本的動

作を身につけましょう。

すり足鬼ごっこを行い、より早く動

くためのポイントを理解できるよう

にしましょう。

安全上の留意点、

礼法、単元のねら

いと流れ、学習活

動への参加姿勢な

どを必ず確認しよう。

３～７時間目は、授業前半に基本技術の練習として、

一本打ちの技練習（面・小手・胴）と連続技の練習

（面-面、小手-面）の練習を行います。

授業後半は、応用編として、仕掛け技、出ばな技など

より実践に近い技の練習を行います。練習を繰り返す

中で自分が得意あるいは好きな技を見つけましょう。

１２～１３

時間目は、

チーム対

抗での

リーグ戦

を楽しみ

①足さばき（すり足）

④間合いの攻防からの打突

①ルールやマナーを守ろうとする

②相手の健闘をたたえよえとする

③準備、後片付けを積極的に行う

共通メニュー（準備運動、補強運動、今日の学習内容の確認）

技のできばえの確認 ・ 技のできばえを競う判定試合 試合稽古

審判法

応じ技 ・ 試合
チーム対抗

リーグ戦

-０

-10

-20

-30

-40

-50

０-

10-

20-

30-

40-

50-

⑤相手の動きに応じた動き

③基本打突

②正しい竹刀の握り方と構え

基
本
動
作

ゲ

ム
Ⅰ

す
り
足
鬼
ご
っ
こ

･
意
欲
･
態
度

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

②④⑥⑤②③①

① ④ ① ② ①③ ⑤

① ②③ ④ ⑤ ⑤ ④⑤

④⑥⑤③②①知識･理解

主
に
学
習
ノ

ト
等
に
よ
る
評
価
部
分

関心･意欲･態度

思考･判断

技能

①足さばき（すり足）

④間合いの攻防からの打突

①ルールやマナーを守ろうとする

②相手の健闘をたたえようとする

③準備、後片付けを積極的に行う

⑤話し合いに積極的に参加する

④自分の特徴に応じた得意技を見つける

③課題に応じた練習方法を見つける

①運動の行い方のポイントを見つける

①
剣
道
の
特
性
や

成
り
立
ち
を
言
え
る

⑤学習したルールや反則の名称が言える

②
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
を

言
え
る

③学習した技能のポイントが言える

②自分とチームの課題を見付ける

④記録や審判など役割を果たそうとする

⑥学習した審判方法

について言える

⑥仲間の学習を援助する

⑤相手の動きに応じた動き

⑤自分の特徴や相手に応じた作戦を立てる

④戦術や作戦のポイントが言える

③基本打突

②正しい竹刀の握り方と構え

剣道（武道）単元学習計画

図３　生徒配布用単元計画

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
主
運
動
で
行
っ

た
内
容
を
判
定
試
合
、
簡
易
試
合
を
入

れ
て
定
着
を
確
認
し
、
意
欲
を
高
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
判
定
試
合
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
判
定
の
理
由
な
ど
を

試
合
者
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
話
し
合

い
活
動
も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。

②
ス
キ
ル
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
推
進

　

ス
キ
ル
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
は
、
学

習
過
程
の
「
つ
か
む
」
に
お
い
て
、
単

元
の
特
性
に
応
じ
て
関
連
し
て
高
め
る

体
力
要
素
を
考
慮
し
、
主
運
動
に
つ
な

が
る
運
動
の
こ
と
で
す
。
菊
池
郡
市
は

剣
道
だ
け
で
な
く
、
他
の
種
目
に
つ

い
て
も
作
成
し
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

い
ま
す
。
音
楽
を
用
い
て
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
動
く
こ
と
で
、
よ
り
運
動
強
度
を

上
げ
、
ケ
ガ
の
防
止
や
体
力
・
技
能
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
準
備
運
動
、
補
強
運
動
、
ス
キ
ル

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
と
行
い
ま
す
。
剣
道

の
ス
キ
ル
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
内
容

は
、
ス
キ
ッ
プ
・
前
進
後
退
・
左
右
す

り
足
・
跳
躍
素
振
り
・
胴
打
ち
で
す
。

剣
道
の
授
業
で
音
楽
を
使
う
こ
と
に
抵

抗
を
感
じ
る
の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
周
り
か

ら
音
楽
が
聞
こ
え
る
と
声
を
出
し
や
す

い
と
い
う
意
見
が
で
て
き
ま
し
た
。
音

楽
に
合
わ
せ
て
準
備
運
動
を
行
う
の

で
、
運
動
量
も
確
保
で
き
、
技
能
習
得

に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

㈡
授
業
づ
く
り
の
視
点
２

言
語
活
動
の
充
実

①
協
働
的
な
学
習
の
推
進

　

課
題
提
示
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
実

態
に
応
じ
て
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

提
示
し
、
教
え
合
い
活
動
の
質
を
高
め

る
た
め
に
、
つ
ま
ず
く
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
視
点
を
明
確
に
伝
え
、
生
徒
同
士
の

教
え
合
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
技
術
に
関
し
て
は
、
ポ
イ
ン
ト
と

キ
ー
ワ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
ま
し

た
。「
学
習
言
葉
」
を
毎
時
間
の
授
業

の
中
に
い
れ
、
そ
の
言
葉
を
使
っ
て
話

し
合
い
活
動
を
活
発
に
さ
せ
ま
し
た
。

「
学
習
言
葉
」
と
は
、
菊
池
郡
市
中
学

体
育
研
究
会
で
共
通
理
解
し
て
い
る
言

葉
で
す
。
そ
の
言
葉
を
か
け
合
う
こ
と

で
、
そ
の
時
間
の
技
能
の
ポ
イ
ン
ト
が

分
か
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
さ
せ

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

面
抜
き
胴
の
学
習
言
葉
を
何
に
す
る

の
か
を
剣
道
専
門
の
先
生
方
を
含
め
、

話
し
合
い
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
は
、

「
抜
き
胴
は
打
っ
て
き
た
と
こ
ろ
を
打

つ
の
で
は
な
く
、
攻
め
て
相
手
に
面
を

打
た
せ
て
、
そ
こ
を
打
つ
技
な
の
で
、

打
つ
前
の
攻
防
が
大
事
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
で
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
体
育
の
授
業
で
は
、
レ
ベ
ル
が
高
す

ぎ
て
難
し
い
」
と
い
う
意
見
も
で
ま
し

た
。
他
に
も
、
体
育
の
授
業
で
は
、「
打

ち
方
、
特
に
竹
刀
の
動
か
し
方
を
注
意

し
て
打
つ
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」

や
「
バ
ー
ン
と
音
に
こ
だ
わ
っ
て
、
音

が
出
る
打
ち
方
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
を
考
え
さ
せ
て
打
て
ば
い
い

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
。
専
門
の
先
生
の
中
で
も
、
何
に

重
点
を
置
い
て
指
導
し
て
い
く
の
か
な

ど
の
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
研
究
授
業
を
重
ね
て
い
く

と
、
面
抜
き
胴
の
特
性
と
し
て
、
相
手

が
打
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
打
つ
と
い
う

こ
と
に
重
点
を
置
く
べ
き
と
い
う
こ
と

に
な
り
、「
タ
イ
ミ
ン
グ
」
や
抜
く
と

き
に
右
に
か
わ
す
「
技
術
」
が
必
要
と

い
う
こ
と
で
「
右
足
」
と
い
う
学
習
言

葉
に
し
ま
し
た
。
毎
時
間
の
学
習
言
葉

に
つ
い
て
も
考
え
、
そ
の
言
葉
を
使
っ

て
教
え
合
い
活
動
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
た
。

②
教
具
・
資
料
の
活
用
・
工
夫

　

抜
き
胴
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど
の
よ
う

に
教
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
悩
み
ま

し
た
。
剣
道
を
経
験
し
て
い
る
人
は
、

相
手
が
打
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
を
、
な
ん
と
な
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
剣
道
の
経
験
の
な
い
中
学

生
に
教
え
る
た
め
に
は
、
具
体
的
に
示

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ビ
デ
オ

を
撮
り
、
視
覚
的
に
捉
え
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
胴
を
打
ち
始
め
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
「
竹
刀
が
上
が
り
始
め
る
瞬

間
」
と
し
ま
し
た
。
菊
池
郡
市
の
剣
道

専
門
の
先
生
に
良
い
例
と
悪
い
例
を
実

演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
（
次
頁
図
４

参
照
）。
そ
れ
を
動
画
で
作
成
し
、
視

覚
教
材
と
し
、「
Ａ
」
の
竹
刀
が
上
が

り
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
打
ち
始
め
た

例
、「
Ｂ
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
た
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図４　面抜き胴タイミング

図５　右足の使い方 

例
と
し
て
、
通
常
の
早
さ
、
ス
ロ
ー
モ

ー
シ
ョ
ン
、
超
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
と

編
集
し
、
そ
の
違
い
を
見
せ
て
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
捉
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

次
に
「
右
足
」
に
つ
い
て
の
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
抜
き
胴
を
打
つ
た
め
に

は
、
右
足
を
右
斜
め
前
に
大
き
く
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
右
足
が
出
な

い
理
由
を
考
え
る
と
、
面
の
踏
み
込
み

と
胴
の
足
さ
ば
き
が
一
緒
に
な
っ
て
い

る
た
め
に
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ジ
ャ
ー

竹
刀
に
赤
い
テ
ー
プ
を
巻
き
、
赤
い
テ

ー
プ
同
士
が
交
わ
る
距
離
を
打
ち
間
と

し
て
、
捉
え
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
剣
道
具
の
付
け
方
の
工
夫
と

し
て
面
タ
オ
ル
を
使
用
せ
ず
に
、
水
泳

キ
ャ
ッ
プ
を
被
ら
せ
た
り
、
面
ひ
も
を

短
く
し
て
、
結
び
易
く
し
た
り
す
る
な

ど
の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
剣
道
の
授
業
研
究
を
行
い
ま

し
た
（
次
頁
図
６
参
照
）。
剣
道
を
経

験
し
て
い
る
人
は
、
感
覚
で
分
か
る
部

分
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
人
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
中
心
に
考
え

ま
し
た
。
剣
道
の
専
門
が
多
い
菊
池
郡

市
で
面
抜
き
胴
の
打
ち
方
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
ポ
イ

ン
ト
の
捉
え
方
が
教
え
る
人
に
よ
っ
て

違
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
抜

き
胴
の
打
ち
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
指
導

者
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
協

議
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
中
学
生
に

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
か
を
は
っ

5

お
わ
り
に

き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
面
抜
き
胴
を
中
心
に
し
て
、
考

え
て
い
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
他
の
技

に
つ
い
て
も
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

動
画
を
使
い
課
題
を
は
っ
き
り
さ
せ

た
こ
と
で
、
教
え
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
が

明
確
に
な
り
、
教
え
合
い
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
し
た
。
教
え
合
い
活
動
が
活

発
に
な
っ
た
こ
と
で
、
技
能
の
向
上
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
言
語
活
動

が
活
発
に
な
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を

行
い
、
生
徒
が
自
ら
考
え
、
教
え
合
い

の
中
で
、
剣
道
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ジ
姿
で
足
の
動
き
が
わ
か
る
よ
う
に
動

画
を
撮
影
し
ま
し
た
（
図
５
参
照
）。

「
Ａ
」
が
良
い
例
で
「
Ｂ
」
が
足
を
上

げ
て
、
踏
み
込
ん
で
打
と
う
と
し
て
し

ま
う
例
で
す
。
こ
の
二
つ
の
例
を
見
せ

て
、
面
抜
き
胴
の
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
参
観
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
は
、
何

が
良
く
て
何
が
悪
い
の
か
が
視
覚
的
に

は
っ
き
り
分
か
っ
た
の
で
、
理
解
し
や

す
か
っ
た
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

他
に
も
、
教
材
教
具
の
工
夫
と
し

て
、
間
合
い
を
分
か
ら
せ
る
た
め
に
、

５ 本時の学習

（１）本時のねらい 

   タイミングを捉え、「面抜き胴」を打つことができる。（技能）

・仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた協力の仕方を身につけている。（思考・判断）

（２）本時の展開 （８／１３）   ※アルファベットは菊池郡市中体研紀要に基づく 

過

程

時

間
学習活動

学習

形態
○教師の支援及び評価 備 考

つ

か

む

10
分

※始業前に垂と胴を装着し

てチャイムを待つ。 

１ 挨拶・健康観察をする。

２ 準備運動 

  スキル w-up＋基本動作 

一斉 

グル

ープ 

○安全に正しく装着できているか確認する。 

○全員で安全に留意しながら準備を素早く行わせる。 

○見学生への配慮を行う。 

○事前に学習した「基礎運動」であることを理解させる。（A）（D) 

○楽しみながら基本に忠実に行わせ、基本技能を体得させる。 

○大きな発声をすることで技能向上と回数の確認を行わせる。（I) 

竹刀 

剣道具 

音楽 

深

め

る

20 
分

３ 本時のねらいと学習内

容を確認し、面を装着す

る。 

４  前時までの復習をす 

る。「面打ち」「胴打ち」

を稽古する。 

５ 「面抜き胴」の模範演 

技を見て、ポイント 

をつかむ。 

６ 「面抜き胴」を稽古す 

る。 

７ タイミングを捉えて面

抜き胴を打つためにど

うすればいいか発表し

あう。 

一斉 

グル

ープ 

一斉 

グル

ープ 

○本時のめあてを確認させる。 

○指導言葉を使って、全員が理解できるようにする。（Ｆ） 

○素早く正確に装着させる。 

※見学がいれば手伝わせる。 

○懸かり手は、気迫を込めて正確に打突させ、 

 元立ちは、「右」の足裁きを使って正確に 打突させることで、「面

抜き胴」につなげる。 

○模範演技をし、イメージをつかませる。（J） 

○どのようにしたら「面抜き胴」が打てるのかを考えて稽古させる。 

○手立ての必要な生徒にﾀﾌﾞﾚｯﾄを活用して、技能を向上させる。(E)(H) 

○教師と生徒でポイントについて共通理解を図る。 

掲示① 

掲示② 

掲示③ 

掲示④ 

大型モニタ

ー 

タブレット 

掲示⑤ 

広

げ

る

15 
分

８ 「面抜き胴」の判定試合

をする。 

グル

ープ 

○班の中で判定試合をして、ポイントを理解させながら、技能を高め

させる。(B)(C) 

チェックカ

ード 

ま

と

め

る

5 
分

９ 本時のまとめを行う。 

・本時の成果と課題 

・次時の説明 

・挨拶 

一斉 ○仲間(グループ)で良かった点や課題等を出し合わせ認め合う雰囲気

作りに努める。 

○本時の目標に向けての学習の成果と課題を発表させる。(G)  

掲示⑥ 

めあて 「面抜き胴」を打てるようになろう！

①スキップ

②前進・後退・左右すり足

③跳躍素振り

④胴打ち

【予想される生徒の言葉】 

タイミング：相手の竹刀が上がった瞬間を捉える。相手が

動いた瞬間に打ち出す。

右足   ：大きく右側に出す。相手の竹刀が上がった瞬

間に素早く動かす。

【A 評価】相手が面を打ち込もうとする瞬間を捉えて、胴を打つことができる。

（技能）

【B 評価】相手が面を打ってきたところを、胴を打つことができる。  （技能）

【B 評価】グループでの教え合い場面で仲間の良い動きを指摘している。

（思考・判断）

【本時の学習言葉】   

タイミング（相手の竹刀が上がった瞬間）   

右足（大きく右側に出す） 

【B 評価に達しない生徒の手立て】

学習資料を提示して、技能のポイントを明確に伝える。（技能）

【ルール】

・4 人一組で行い、2 名が試合、

2 名が審判とする。

・面抜き胴をお互いに 1 回ずつ行

い判定を行う。

・判定の結果について話し合う。

・話し合いをうけてもう一度判定

試合を行う。

図６　授業展開案 
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１　

単
元
名　

武
道　
「
剣
道
」

２　

単
元
に
つ
い
て

⑴
単
元
観

①
一
般
的
特
性

　

剣
道
は
、
竹
刀
を
使
っ
て
基
本
と
な

る
技
や
得
意
技
を
用
い
て
、
相
手
と
攻

防
を
展
開
し
な
が
ら
互
い
に
有
効
打
突

を
目
指
し
て
相
手
の
構
え
を
崩
し
て
打

っ
た
り
、
受
け
た
り
し
て
勝
敗
を
競
い

合
う
運
動
で
あ
る
。
構
え
や
体
さ
ば

き
、
基
本
打
突
の
仕
方
や
受
け
方
を
関

連
づ
け
て
一
連
の
動
き
と
し
て
身
に
付

け
る
こ
と
に
配
慮
す
る
な
ど
、
対
人
的

技
能
と
一
体
的
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
剣
道
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
通
し
て
、
武
道
の
伝
統
的
な
考

え
方
を
理
解
し
、
相
手
を
尊
重
し
て
練

習
や
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
重
視
す
る
運
動
で
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
技
能
の
競
い
合
い
に
よ
る
勝
利
の

喜
び
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的

な
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
学

習
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

②
生
徒
か
ら
み
た
特
性

　

普
段
か
ら
接
す
る
こ
と
が
少
な
く
、

中
学
校
で
初
め
て
学
習
す
る
内
容
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
未
経
験
の
単

元
で
あ
る
。
か
っ
こ
い
い
、
自
分
か
ら

打
っ
た
技
で
一
本
が
取
れ
た
と
き
、
な

ど
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
痛
い
、
上
手
に
で
き
な

い
と
い
う
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
。

⑵
系
統
観
（
下
図
）

第
２
学
年
１
・
２
組
保
健
体
育
科
学
習
指
導
案

日　

時
：
平
成
28
年
11
月
25
日
（
金
）

場　

所
：
菊
池
市
立
旭
志
体
育
館

指
導
者
：
合
志
市
立
西
合
志
南
中
学
校　

教
諭　

北
田　

勇
正

【武道】
ア　柔道
イ　剣道（本校選択）
ウ　相撲
※ア～ウから選択
相手の動きに応じた基本動作から、基本とな
る技を用いて、打ったり受けたりするなどの
攻防を展開することができる。

＜１年次既習項目＞
構え　　：�相手の動きに応じて自然体で中段

の構え
足さばき：�相手の動きに応じて歩み足や送り

足
基本打突：面や胴（右）や小手（右）

＜２年次＞
しかけ技：�二段の技（小手－面、面－胴）�

引き技（引き面、引き胴）
応じ技　：抜き技（面抜き胴、小手抜き面）

【武道】
ア　柔道
イ　剣道（本校選択）
ウ　相撲
※ア～ウから選択
相手の動きの変化に応じた基本動作から、基
本となる技や得意技を用いて、相手の構えを
崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防を
展開することができる。
＜３年次＞
構え　　：�相手の動きの変化に応じて自然体

で中段の構え
足さばき：�相手の動きの変化に応じて体の移

動や竹刀操作
基本打突：�相手に対しての距離、応じ技への

発展
しかけ技：�二段の技（小手－胴、面－面）�

引き技（引き小手）�
出ばな技（出ばな面、出ばな小手）�
払い技（払い面、払い小手）

応じ技　：すり上げ技（小手すり上げ面）

中学１、２年生（※必修） 中学３年生（※学校の状況によって実施）

系　統　観

⑶
生
徒
の
実
態
（
１
組
19
名
、
２
組
18

名
、特
別
支
援
学
級
１
名
、計
38
名
）

　

保
健
体
育
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
は

高
く
、
明
る
く
前
向
き
に
取
り
組
む
事

が
で
き
る
。
武
道｢

剣
道｣

に
関
し
て

は
、
１
年
時
に
全
員
が
授
業
で
経
験
し

て
い
る
。
ま
た
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
、
剣
道
が
「
と
て
も
好

き
」
が
３
人
、「
好
き
」
が
11
人
、「
嫌

い
」
が
６
人
で
あ
っ
た
。「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
が
17
人

お
り
、
剣
道
に
対
し
て
肯
定
的
で
も
な

く
、
否
定
的
で
も
な
い
様
子
が
伺
え

る
。「
ど
ん
な
時
に
楽
し
い
と
思
い
ま

す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
は
、「
自
分

か
ら
打
っ
た
技
が
打
て
た
と
き
」「
試

合
に
勝
っ
た
と
き
」
と
答
え
た
生
徒
が

多
く
、
技
の
習
得
や
試
合
の
場
面
で
楽

し
さ
を
感
じ
た
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
力
を
高
め

た
い
か
？
」
に
対
し
て
は
、「
自
分
か

ら
打
つ
技
」「
礼
儀
作
法
」
が
多
く
、

技
能
を
身
に
つ
け
て
技
を
決
め
た
い
と

い
う
意
欲
的
な
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
。

⑷
指
導
観

　

指
導
に
関
し
て
は
、
菊
池
郡
市
中
体

研
の
研
究
テ
ー
マ
を
受
け
、
以
下
の
こ

と
に
留
意
す
る
。

〈剣道に関するアンケート結果〉※未回答１名

Q1.　剣道は好きですか？ とても好き（3人）
好き（11 人）
どちらともいえない（17 人）
嫌い（6人）
とても嫌い（0人）

Q2.　�剣道でどんな時に楽
しいと思いますか？

（複数回答）

自分から打った技が打てたとき（27 人）
試合に勝ったとき（25 人）
仲間と力を合わせたり、声を出し合ったりして練習ができたとき
（13 人）
礼儀作法がきちんとできたとき（12 人）

Q3.　�剣道でどのような力
を高めたいですか？

（複数回答）

自分から打つ技（28 人）
礼儀作法（27 人）
総合的な体力（23 人）
防御の技能（17 人）
仲間とうまくコミュニケーションを図ることができる（14 人）

指導観

『楽しさと喜びを実感し、自主的に
運動に取り組む生徒の育成』

～思考力・判断力・表現力等を育む授業づくりを通して～



1242017．8　月刊「武道」

武道授業 実践の概要紹介 菊池市

①
単
元
計
画
の
工
夫

〇
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
を
中
心
に

剣
道
が
「
剣
の
理
法
の
修
練
に
よ
る

人
間
形
成
の
道
」
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
、
我
が
国
固
有
の
文
化
と
伝
統
的

な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
お
さ
え

る
。

〇
学
習
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
た
め
に

単
元
計
画
を
配
布
し
、「
容
易
↓
難

し
い
」、「
遅
い
動
き
↓
速
い
動
き
」、

「
そ
の
場
で
行
う
↓
移
動
し
な
が
ら

行
う
」、「
基
本
↓
応
用
」
と
い
っ
た

原
則
を
具
体
化
さ
せ
る
。

〇
必
要
以
上
の
反
復
を
な
く
し
、
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
飽
き
さ
せ
な

い
工
夫
を
行
う
。
段
階
に
応
じ
た
実

践
的
な
学
習
（
ゲ
ー
ム
的
活
動
、
基

本
試
合
、
簡
単
な
試
合
等
）
を
取
り

入
れ
、
初
め
て
剣
道
に
触
れ
る
生
徒

で
あ
っ
て
も
、「
で
き
る
」「
分
か
る
」

楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

②
ス
キ
ル
・
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
推
進

〇
武
道
の
特
性
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と

を
通
し
て
、
礼
法
、
マ
ナ
ー
な
ど
が

身
に
付
く
だ
け
で
な
く
、
対
人
的
な

動
き
を
中
心
と
し
た
全
身
運
動
で
あ

り
、
瞬
発
力
、
敏
捷
性
、
巧
緻
性
な

ど
体
力
を
総
合
的
に
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
お
さ
え
る
。

〇
健
康･

安
全
に
気
を
配
っ
て
剣
道
を

学
ぼ
う
と
す
る
態
度
を
評
価
規
準
に

盛
り
込
み
、
積
極
的
に
評
価
し
て
い

く
。

〇
基
本
技
能
が
身
に
つ
く
よ
う
な
ス
キ

ル
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー

を
作
り
、
強
度
、
時
間
を
変
え
な
が

ら
、
よ
り
効
果
的
な
技
能
定
着
を
め

ざ
す
。

イ
ン
ト
を
確
認
す
る
。

②
教
具
・
資
料
の
活
用

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
、
主
に
自
分
の
動
き
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
ず
に
技
能
面
に
お
い
て
課
題
を

見
つ
け
る
こ
と
が
苦
手
な
生
徒
に
対

し
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
。
課
題

設
定
と
判
断
基
準
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
、
生
徒
が
取
り
組
み
や
す
く
、

意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て

い
く
。

３　

単
元
の
目
標

⑴
技
が
で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ

い
、
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動

作
や
基
本
と
な
る
技
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。（
技
能
）

⑵
剣
道
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を
守
る

こ
と
な
ど
に
意
欲
を
も
ち
、
健
康
や

安
全
に
気
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

⑶
礼
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
考
え
方

な
ど
を
理
解
し
、
課
題
に
応
じ
た
運

動
の
取
り
組
み
方
を
工
夫
で
き
る
よ

う
に
す
る
。（
知
識
、
思
考
・
判
断
）

■
授
業
づ
く
り
の
視
点
１　

学
習
指
導
過
程
の
工
夫

■
授
業
づ
く
り
の
視
点
２　

言
語
活
動
の
充
実

①
協
働
的
な
学
習
の
推
進

〇
生
徒
同
士
の
教
え
合
い
活
動
が
充
実

す
る
よ
う
に
、
動
き
の
ポ
イ
ン
ト
を

言
葉
に
表
し
た
「
学
習
言
葉
」
を
用

い
る
。
ま
た
、
そ
の
学
習
言
葉
を
ボ

ー
ド
に
ま
と
め
、
活
用
し
や
す
い
よ

う
に
す
る
。

〇
動
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
ち
に
く
い
生

徒
に
、
資
料
の
提
示
や
模
範
演
技
を

し
て
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
す
る
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
サ

ッ
カ
ー
経
験
者
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
グ

ル
ー
プ
分
け
す
る
な
ど
グ
ル
ー
ピ
ン

グ
の
工
夫
を
行
い
、
教
え
合
い
が
で

き
る
メ
ン
バ
ー
構
成
に
し
、
協
力
し

て
高
め
あ
え
る
環
境
を
つ
く
る
。

〇
毎
時
間
の
ま
と
め
で
は
、
グ
ル
ー
プ

や
個
人
で
学
習
の
ね
ら
い
に
つ
い
て

の
振
り
返
り
を
話
し
合
わ
せ
た
り
、

よ
い
動
き
を
し
て
い
た
生
徒
を
紹
介

し
た
り
し
て
、
学
習
の
達
成
状
況

や
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
動
き
の
ポ


